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鶏
口
と
熊
本

江
戸
座
存
義
側
獅
子
眠
鶏
口
(
-
七
ニ
―
|
―
八
0
二
）
は
、
熊
本
藩
主
細
川
重
賢
の
俳
諧
に
一
座
し
た
宗
匠
た
ち
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
重

賢
と
親
し
く
、
安
永
九
年
（
一
七
八
0
)
に
は
、
重
賢
に
従
っ
て
熊
本
ま
で
行
き
、
翌
年
二
月
、
熊
本
往
生
院
に
芭
蕉
塚
（
木
植
塚
）
を
建
て
て

い
る
。
鶏
口
追
善
集
「
ふ
る
う
ち
は
』
の
「
河
上
篭
泰
里
」
（
二
世
存
義
）
序
（
享
和
二
年
）
の
、
は
じ
め
の
方
を
引
い
て
お
こ
う
。

荻
に
東
都
の
正
風
獅
子
眠
鶏
口
老
人
は
、
蕉
門
四
世
に
し
て
（
芭
蕉
翁
よ
り
、
敬
雨
・
楼
川
・
鶏
口
と
つ
ゞ
け
り
）
、
俳
諧
を
業
と
し
て
世

に
在
り
し
事
、
凡
六
十
余
年
な
り
と
ぞ
。
も
と
よ
り
山
水
の
僻
、
他
に
こ
え
た
り
し
が
、
旅
笠
に
杖
を
曳
の
時
い
た
り
侍
ら
ず
、
徒
ら
に
齢

を
過
侍
り
し
に
、
天
明
は
じ
め
の
頃
、
あ
る
君
に
具
せ
ら
れ
侍
り
て
、
京
の
花
、
難
波
わ
た
り
、
須
磨
明
石
の
月
、
と
こ
ろ
か
＼
の
勝
を
さ

ぐ
り
て
、
行
々
肥
陽
熊
本
に
い
た
れ
ば
、
其
君
の
お
ほ
む
い
さ
を
し
に
て
、
あ
る
と
あ
る
隈
々
を
尋
、
又
あ
る
と
き
は
、
ひ
と
り
海
浜
に
さ

ま
よ
ひ
、
筈
の
小
舟
に
千
鳥
を
聞
て
腸
の
氷
る
夜
も
有
け
む
。
果
は
長
崎
の
浦
ま
で
見
せ
さ
せ
た
ま
ふ
け
る
有
が
た
さ
、
実
に
も
生
涯
の
さ

ち
と
い
ふ
べ
し
。
六
十
余
州
に
蕉
翁
の
碑
さ
は
に
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
道
ば
た
の
む
く
げ
は
馬
に
く
は
れ
け
り
ち
ふ
句
か
い
つ
け
た
る
は
な

し
。
此
句
こ
そ
大
悟
と
も
又
空
蝉
の
世
の
は
か
な
き
を
も
衆
生
に
し
ら
し
め
給
ふ
な
る
べ
し
と
て
、
則
木
植
塚
と
名
づ
け
て
熊
本
に
た
て
ら

れ
し
は
、
か
し
こ
き
大
守
の
御
ン
時
に
あ
ひ
、
獅
子
眠
の
め
ぽ
く
、
千
と
せ
の
後
も
朽
せ
ぬ
石
に
名
の
残
る
こ
そ
う
れ
し
け
れ
。
（
か
っ
こ

内
は
二
行
書
。
愛
知
県
立
大
学
図
書
館
蔵
、
た
だ
し
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
資
料
に
よ
る
）

一
国
の
藩
主
の
は
か
ら
い
に
よ
っ
て
「
山
水
の
僻
」
を
満
足
さ
せ
、
芭
蕉
碑
を
建
立
し
て
名
を
残
し
た
こ
と
は
、
た
し
か
に
一
介
の
俳
諧
師
に

と
っ
て
、
生
涯
の
面
目
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
、
藩
主
と
の
交
流
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
交
流
の
余
波
と
で
も
い
っ
た

西

田

耕
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『
ふ
る
う
ち
は
』
は
、
鶏
口
の
門
葉
と
し
て
、
楼
堤
、
鞭
亀
、
雀
角
、
志
成
、
来
峰
、
魯
鶏
、
反
斎
、
鶏
背
、
丹
山
、
如
圭
、
一
馬
と
な
ら
ベ

て
、
南
渚
を
あ
げ
て
い
る
。
南
渚
と
は
誰
か
。
熊
本
藩
士
の
溝
口
政
勝
で
あ
る
。
溝
口
政
勝
の
俳
名
が
南
渚
で
あ
る
と
記
す
『
肥
後
先
哲
仰
蹟
』

後
篇
巻
二
「
溝
口
孤
雲
」
の
項
に
よ
れ
ば
、
政
勝
は
、
「
安
永
五
年
九
月
二
千
八
百
石
拝
領
中
着
座
、
天
明
元
年
十
二
月
御
用
人
、
寛
政
元
年
三

月
御
番
頭
、
六
年
九
月
御
備
頭
、
享
和
二
年
十
一
月
大
御
目
附
、
若
殿
様
御
守
役
兼
帯
、
文
化
元
年
十
一
月
御
備
頭
、
六
年
正
月
病
願
御
免
、
十

一
年
八
月
隠
居
」
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
熊
本
藩
政
の
中
枢
に
い
た
人
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
溝
口
孤
雲
は
幕
末
期
に
活
躍
し
た
人
で
、
南
渚
の
実

子
（
系
図
で
は
二
代
あ
と
）
で
あ
る
。
南
渚
は
、
後
述
の
資
料
に
よ
っ
て
、
宝
暦
二
年
(
-
七
五
二
）
生
ま
れ
と
推
定
で
き
る
か
ら
、
鶏
口
よ
り

三
十
一
歳
年
少
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

南
渚
は
重
賢
俳
諧
に
も
一
座
し
て
い
る
。
出
水
叢
書
13
『
俳
諧
集
』
（
汲
古
書
院
刊
）
に
よ
れ
ば
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
七
月
七
日
が
最

初
で
、
そ
れ
か
ら
二
年
間
ほ
ど
出
席
し
て
い
る
。
天
明
二
年
七
月
は
、
南
渚
三
十
一
歳
で
、
前
年
の
十
二
月
に
御
用
人
と
な
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

御
用
人
に
な
っ
た
こ
と
と
重
賢
俳
諧
に
一
座
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
、
お
そ
ら
く
関
係
は
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
鶏
口
と
の
関
係
は
そ
れ
以

前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

鶏
口
と
南
渚
の
関
係
を
示
す
の
は
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
序
跛
を
も
つ
俳
書
『
船
の
み
ち
』
で
あ
る
。
『
船
の
み
ち
』
は
、
南
渚
．
鶏
語
・

鶏
口
三
吟
歌
仙
三
巻
、
南
渚
．
鶏
語
両
吟
歌
仙
二
巻
、
鶏
語
の
発
句
に
よ
る
南
渚
独
吟
歌
仙
一
巻
、
鶏
口
門
人
あ
る
い
は
関
係
者
の
発
句
か
ら
成
っ

て
い
る
。
序
は
鶏
口
、
跛
は
鶏
語
で
あ
る
。
鶏
口
序
を
引
い
て
み
る
。

沙
鴎
観
は
東
肥
熊
本
の
壮
士
た
り
。
安
永
の
こ
ろ
、
予
か
の
地
に
ま
か
り
し
時
よ
り
睦
み
、
そ
の
後
君
務
あ
り
て
東
都
に
と
し
を
か
さ
ね
て
、

雅
を
か
た
り
、
い
さ
、
か
へ
だ
て
な
か
り
し
が
、
帰
郷
の
と
き
い
ふ
て
い
は
く
、
遠
き
を
と
を
き
と
せ
る
は
た
ゞ
ご
と
な
り
、
海
山
を
へ
だ

事
柄
に
つ
い
て
、

南

渚
い
さ
さ
か
報
告
し
て
お
き
た
い
。
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つ
と
も
こ
、
ろ
の
ゆ
き
か
ひ
せ
る
は
、
か
は
る
事
あ
ら
じ
。
千
里
の
行
程
も
一
歩
よ
り
と
あ
れ
ば
、
発
句
を
な
し
綴
り
て
歌
仙
に
せ
む
と
ち

ぎ
り
て
よ
り
、
便
ご
と
に
や
り
つ
と
り
つ
せ
し
ほ
ど
に
、
い
つ
か
ま
き
／
＼
調
ひ
ぬ
。
句
を
練
て
よ
き
を
な
さ
む
と
に
も
あ
ら
ず
。
つ
て
の

急
な
る
時
は
せ
う
そ
こ
も
な
く
、
是
を
も
て
か
た
み
に
無
事
を
訪
ふ
の
み
な
り
き
。
ゆ
き
、
の
程
お
も
ひ
は
か
れ
ば
、
数
千
里
な
れ
ど
も
、

た
が
ひ
に
か
よ
ふ
こ
、
ろ
づ
か
ひ
、
い
さ
、
か
是
を
遠
し
と
せ
ず
。
こ
と
し
の
花
は
い
か
に
、
月
は
雪
は
と
、
訪
ひ
と
は
る
、
ぞ
、
お
り
ふ

し
の
た
の
み
な
り
け
る
。
お
な
じ
し
ら
べ
の
鶏
語
て
ふ
人
、
去
年
肥
陽
に
往
て
、
其
事
か
の
こ
と
か
た
り
な
ぐ
さ
み
し
よ
し
、
俳
諧
も
な
せ

し
と
土
産
に
贈
ら
る
、
。
こ
れ
も
お
も
し
ろ
く
、
も
ら
し
が
た
く
て
、
ひ
と
つ
に
あ
は
せ
て
い
さ
、
か
の
冊
子
と
な
す
。
（
下
略
）

と
し
／
＼
の
塵
つ
も
り
て
や
花
の
山

寛
政
癸
丑
春

（
国
会
図
書
館
蔵
）

沙
鴎
観
は
南
渚
の
こ
と
。
鵠
口
が
安
永
九
年
に
熊
本
へ
赴
い
て
か
ら
の
交
流
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
細
川
重
賢
は
天
明
五
年
に
な
く
な
る
か

ら
、
そ
の
没
後
も
交
流
は
続
い
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
重
賢
俳
諧
を
介
し
て
の
み
の
関
係
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
面
白
い
の
は
、
郵
便
を

利
用
し
て
の
俳
諧
だ
っ
た
点
で
あ
る
。
鶏
ロ
・
鶏
語
・
南
渚
三
吟
歌
仙
三
巻
が
そ
れ
に
あ
た
る
の
だ
ろ
う
。
最
初
の
巻
の
表
六
句
を
あ
げ
て
お
く
。

香
は
お
な
じ
花
い
ろ
／
＼
の
菊
な
が
ら
南
渚

酔

を

す

、

む

る

九

日

の

節

句

鶏

語

挑

灯

も

持

た

で

む

か

ひ

の

宵

月

に

、

よ

く

似

た

人

と

声

か

く

る

な

り

鶏

口

近

頃

は

青

み

さ

め

た

る

竹

格

子

、

小

昼

過

ぎ

れ

ば

蝿

の

最

中

渚

ま
た
、
南
渚
・
鶏
語
の
両
吟
歌
仙
の
発
句
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
書
が
あ
る
。
最
初
の
巻
は
「
む
さ
し
の
夏
の
月
を
も
て
留
別
を
な
し
、
今
又
つ

く
し
の
夏
月
に
再
会
を
得
て
／
此
宿
に
待
お
ほ
せ
た
り
夏
の
月
南
渚
」
、
次
の
巻
は
「
年
月
の
望
な
り
て
熊
府
に
至
り
、
は
じ
め
て
沙
鴎
観
へ

七
十
三
斐獅
子
眠
鶏

D
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松
葉
文
塚

部
分
的
に
は
重
賢
没
後
も
続
き
、

そ
の
中
心
に
、
溝
口
政
勝
こ

ま
か
る
／
一
し
ぽ
り
暑
さ
も
つ
、
む
袂
か
な
鶏
語
」
と
い
う
も
の
で
、
両
者
の
関
係
が
よ
く
わ
か
る
。
発
句
の
部
に
は
、
「
文
月
半
肥
陽
を
立

出
る
と
て
／
又
来
む
と
し
ら
ぬ
火
ま
た
で
別
れ
け
り
」
と
い
う
鶏
語
の
句
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
き
の
鶏
口
序
の
記
述
を
あ
わ
せ
て
み
る
と
、

鶏
語
は
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
の
夏
に
熊
本
を
訪
れ
、
七
月
半
ば
に
熊
本
を
去
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

『
船
の
み
ち
』
の
発
句
の
部
に
は
、
鶏
口
を
中
心
に
、
そ
の
門
下
、
交
遊
圏
の
人
々
の
「
東
都
の
四
時
の
景
」
（
鶏
口
序
）
を
詠
ん
だ
句
が
収
録

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
南
渚
と
と
も
に
、
古
練
・
鼎
・
紫
第
と
い
う
三
人
の
「
肥
陽
」
の
人
の
句
が
一
句
ず
つ
入
っ
て
い
る
。

こ
の
三
人
は
重
賢
俳
諧
に
頻
出
す
る
人
た
ち
で
あ
る
。
重
賢
が
な
く
な
っ
て
も
、
俳
諧
を
楽
し
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

『
船
の
み
ち
』
よ
り
前
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
鶏
口
編
『
海
山
』
第
三
巻
に
は
、
鶏
ロ
・
鶏
語
・
南
渚
の
三
吟
歌
仙
一
巻

が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
第
四
巻
に
は
、
肥
後
の
俳
人
と
明
記
し
て
、
柳
径
・
市
翁
・
連
山
・
箕
足
・
其
釣
の
句
が
、
熊
本
と
明
記
し
な
い
で
、
古

練
・
紫
筐
・
鼎
の
句
が
、
そ
れ
ぞ
れ
入
集
し
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
な
が
ら
、
『
獅
子
眠
発
句
集
』
に
は
鶏
口
と
熊
本
の
関
係
を
示
す

句
が
散
見
す
る
。

細
川
重
賢
と
の
交
流
か
ら
生
ま
れ
た
鶏
口
と
熊
本
の
俳
人
た
ち
と
の
関
係
は
、

と
南
渚
が
い
た
と
考
え
て
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
。

熊
本
県
立
図
書
館
に
『
溝
口
孤
雲
』
と
題
さ
れ
た
文
書
が
あ
る
。
「
侯
爵
細
川
家
編
纂
事
務
所
」
と
刷
ら
れ
た
罫
紙
に
、
中
野
嘉
太
郎
が
筆
写

し
た
熊
本
の
碑
文
集
で
あ
る
。
中
に
、
「
松
葉
文
塚
」
と
い
う
一
編
が
あ
る
。
以
下
、
全
文
で
あ
る
（
句
読
点
、
引
用
者
）
。

鶏
口
翁
江
都
人
也
。
号
獅
子
眠
。
楼
川
曳
養
、
以
為
嗣
。
於
是
冒
谷
口
氏
。
以
誹
諧
為
業
、
徳
修
歯
高
文
雅
莫
輿
抗
者
。
安
永
中
遊
我
藩
、

居
五
年
而
帰
。
享
和
壬
戊
七
月
十
一
日
終
子
柳
塘
下
木
犀
庵
、
年
八
十
有
五
。
既
没
七
年
、
門
人
我
輩
及
私
淑
之
徒
、
思
癌
之
余
、
相
議
痙

翁
所
自
著
松
葉
集
序
文
一
絹
子
城
南
安
国
寺
、
側
建
石
、
其
上
以
為
表
題
日
松
業
文
塚
。
使
人
知
翁
之
流
波
。
其
所
及
者
遠
云
゜
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私
淑
之
徒

竹

遊

澄

江

柳

径

眠

兎

蘭

宇

霞

水

玉

斧

蓋

笛

睛

々

雲
蝶

由

之

亀

十

園

生

以

上

文
化
戊
辰
は
文
化
五
年
(
-
八
0
八
）
で
、
碑
文
に
あ
る
通
り
鶏
口
の
七
回
忌
に
あ
た
る
。
こ
の
「
松
葉
文
塚
」
は
現
存
す
る
。
熊
本
駅
近
く

の
北
岡
自
然
公
園
に
隣
接
す
る
安
国
禅
寺
の
、
門
を
入
っ
て
す
ぐ
左
手
で
あ
る
。
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
五
十
セ
ン
チ
ほ
ど
。
眠
っ
た
獅
子
の
像
を
台

石
に
、
右
の
碑
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
正
面
は
、
上
部
に
横
書
き
で
「
獅
子
眠
先
生
」
、
中
央
縦
書
き
で
「
松
葉
文
塚
」
、
向
か
っ
て
左
の
側
か
ら

背
面
に
か
け
て
碑
文
、
右
側
に
「
私
淑
之
徒
」
の
名
が
あ
る
。
た
だ
し
、
剥
落
し
か
か
っ
て
い
て
、
分
明
に
は
読
め
な
い
。
た
だ
、
「
維
背
」
は

実
際
の
碑
文
で
は
「
誰
皆
」
と
読
め
る
。

鶏
口
が
熊
本
に
五
年
い
た
と
い
う
碑
文
の
内
容
は
疑
わ
し
い
。
ま
た
、

享
年
を
八
十
五
歳
と
す
る
の
も
、
『
船
の
み
ち
j

の
鶏
口
序
を
参
照
す

れ
ば
八
十
二
歳
と
な
り
、
間
違

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
ふ
る
う
ち
は
』

序
文
で
は
、
八
十
五
歳
で
な
く
な
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
「
松
葉
集
」

は
、
芭
蕉
百
回
忌
、
楼
川
十
三
回
忌
を
記
念
し
た
『
松
の
葉
』
の
こ
と
だ
ろ
う
。
『
船
の
み
ち
』
と
同
じ
く
寛
政
五
年
の
鶏
口
序
。
芭
蕉
追
善
の

部
の
「
四
季
発
句
」
部
に
南
渚
が
四
句
、
「
文
通
」
部
に
鼎
が
一
句
入
梨
し
て
い
る
（
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵
）
。
と
す
る
と
、
松
莱
文
塚
は
マ

ツ
ノ
ハ
フ
ミ
ヅ
カ
と
読
む
の
が
正
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

鶏
口
門
人
の
「
自
在
鼎
鶏
背
」
と
は
誰
だ
ろ
う
か
。
『
ふ
る
う
ち
は
』
で
は
、
「
鶏
背
」
の
名
は
、
た
し
か
に
門
葉
の
一
人
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。
「
松
葉
文
塚
」
の
碑
文
か
ら
考
え
て
、
鶏
紫
も
ま
た
熊
本
の
人
で
あ
ろ
う
。
「
自
在
鼎
」
の
名
乗
り
か
ら
、
重
賢
俳
諧
に
頻
出
し
、
『
海
山
』

文
化
戊
辰
秋

夜
白
渓
石
近
山
燕
子

嘉
女
伯
之
五
嶺
故
尋

彩
石
菊
仙
英
朝
瓦
鏡

門

人

沙

鴎

観

南

渚
マ
マ

自
在
鼎
維
背
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や
『
船
の
み
ち
』
に
も
入
集
し
て
い
る
「
鼎
」
の
後
の
俳
名
で
は
な
か
ろ
う
か
。

南
渚
と
鼎
の
熊
本
に
お
け
る
つ
き
あ
い
を
示
す
と
思
わ
れ
る
場
面
を
、
『
続
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
巻
四
「
山
内
対
戎
鳥
」
の
項
か
ら
引
い
て
み
よ
う
。

九
峰
善
諧
歌
及
画
、
亀
井
狂

□来
客
也
、
一
日
佐
田
造
酒
助
、
誘
九
峰
狂
口
、
而
訪
溝
口
氏
、
詩
酒
交
歓
、
於
是
九
峰
展
紙
写
蘭
、
井
題
日
、

蒼
蝿
乃
志
羅
奴
道
安
里
蘭
乃
花
、
狂

□感
嘆
不
已
、
自
後
心
酔
殊
甚
、
他
日
画
工
菊
舎
亦
写
蘭
、
乞
賛
於
狂
口
、
狂
口
録
蒼
蝿
句
於
其
上
、

且
加
数
言
日
、
此
是
東
肥
山
俊
度
所
作
、
余
於
諧
歌
、
途
之
人
也
、
唯
愛
其
有
警
策
、
因
為
書
之

こ
こ
で
、
「
九
峰
」
「
俊
度
」
は
山
内
対
鷲
（
一
七
三
三
ー
一
七
九
一
）
。
二
百
石
取
り
の
熊
本
藩
士
。
「
亀
井
狂
口
」
は
狂
念
居
士
亀
井
南
冥

（
一
七
四
三
ー
一
八
一
四
）
。
佐
田
造
酒
助
は
、
佐
田
右
州
の
後
の
名
で
、
二
百
五
十
石
取
り
の
熊
本
藩
士
。
中
野
嘉
太
郎
絹
『
細
川
越
中
守
重
賢

公
伝
』
に
武
藤
氏
記
録
を
引
い
て
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
佐
田
右
州
が
俳
名
「
鼎
」
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
う
い
う
こ
と
で
あ

る
。
山
内
対
戎
鳥
は
俳
諧
和
歌
に
た
く
み
で
、
絵
も
上
手
な
人
で
あ
っ
た
。
あ
る
時
、
亀
井
南
冥
が
熊
本
へ
来
て
、
対
鷲
の
客
と
な
っ
た
。
そ
こ
へ

佐
田
造
酒
助
こ
と
鼎
が
や
っ
て
来
て
、
二
人
を
溝
口
氏
邸
へ
案
内
し
た
。
対
裔
は
、
雅
興
の
あ
ま
り
、
紙
を
広
げ
て
蘭
の
絵
を
か
き
、
み
ず
か
ら

「
蒼
蝿
の
知
ら
ぬ
道
あ
り
蘭
の
花
」
と
賛
し
た
。
そ
れ
を
見
て
い
た
南
冥
は
、
す
っ
か
り
対
鵞
に
心
酔
し
て
し
ま
っ
た
。
の
ち
、
南
冥
は
、
菊
舎

尼
が
蘭
の
絵
を
か
い
て
賛
を
求
め
た
時
、
「
蒼
蝿
の
」
の
句
を
書
き
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
言
っ
た
、
「
こ
れ
は
熊
本
の
山
内
対
驚
の
句
で
す
。
あ

の
人
と
は
俳
諧
和
歌
の
外
は
付
き
合
い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
は
あ
の
人
に
時
々
こ
の
よ
う
な
作
が
あ
る
の
が
好
き
な
の
で
、
こ
こ
に
書
き
ま
し

た」。鼎
が
対
鵞
と
南
冥
を
つ
れ
て
行
っ
た
溝
口
氏
は
誰
だ
ろ
う
か
。
私
に
は
、
こ
れ
が
溝
口
南
渚
に
思
え
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
佐
田
造

酒
助
こ
と
鼎
が
、
来
客
中
の
山
内
家
へ
来
て
客
と
主
人
を
誘
っ
た
件
に
関
し
て
は
、
佐
田
造
酒
助
こ
と
鼎
が
、
山
内
氏
の
娘
（
お
そ
ら
く
は
対
鷲

の
娘
）
を
妻
と
し
て
い
た
と
い
う
事
情
が
関
係
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を
記
す
『
続
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
巻
六
「
佐
田
右
州
」
に
よ
れ
ば
、
佐
田

右
州
こ
と
鼎
は
、
宝
暦
九
年
（

一
七
五
九
）
生
ま
れ
。
文
化
十
四
年
(
-
八
一
七
）
、
五
十
九
歳
で
な
く
な
っ
て
い
る
。
蹴
鞠
が
得
意
で
、
そ
の

こ
と
を
も
っ
て
重
賢
に
見
出
さ
れ
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
、
十
六
歳
の
時
に
百
五
十
石
を
与
え
ら
れ
て
近
習
と
な
る
。
生
涯
に
「
江
戸
往
復

十
七
度
」
と
い
う
ふ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
右
州
を
造
酒
助
に
改
め
た
の
が
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
で
あ
っ
た
。
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実
態
は
不
分
明
な
が
ら
、
明
治
以
降
も
熊
本
に
お
い
て
鶏
口
派
は
継
続
し
た
。
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
後
編
追
加
「
八
木
田
梅
雄
」

門
俳
諧
沿
革
」
（
未
詳
）
か
ら
と
明
示
し
て
、
つ
ぎ
の
記
述
が
あ
る
。

熊
本
榔
風
社
沿
革

熊
本
鶏
口
派

『
俳
諧
集
』
に
お
け
る
鼎
の
初
出
は
、
安
永
四
年
七
月
二
十
日
の
会
で
、
近
習
に
な
っ
た
翌
年
で
あ
る
。
百
韻
の
初
裏
で
、
執
筆
の
「
月
立
の

ぽ
る
遠
山
の
形
」
と
い
う
句
に
、
「
短
冊
に
頭
陀
の
ふ
く
る
、
行
脚
僧
」
と
付
け
て
い
る
。
そ
の
後
は
重
賢
俳
諧
の
常
連
と
な
っ
た
。
「
松
葉
文
塚
」

の
鶏
背
を
鼎
だ
と
す
る
と
、
文
化
五
年
は
、
鶏
背
五
十
歳
の
時
で
あ
る
。
南
渚
は
鶏
背
よ
り
七
歳
の
年
長
と
な
る
。
ち
な
み
に
、
九
峰
（
対
裔
）

は
『
俳
諧
集
』
に
登
場
し
な
い
。
江
戸
へ
行
く
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
以
上
は
あ
く
ま
で
鶏
背
を
鼎
と
同
一
人
と
し
た
場
合
の
話
題
で
あ
る
。
加
藤
定
彦
編
『
俳
諧
黙
印
譜
』
（
日
本
害
誌
学
大
系
78
、
青

裳
堂
書
店
）
に
、
蝶
狂
眠
鶏
背
と
い
う
人
の
点
印
譜
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
俳
諧
黙
印
譜
』
の
原
本
で
あ
る
「
於
之
波
奈
嘉
々
美
」
は
、
文
化

十
年
前
後
の
成
立
（
同
、
解
説
）
。
前
述
の
よ
う
に
、
鼎
は
文
化
十
四
年
に
没
し
て
い
る
。
自
在
鼎
鶏
背
と
蝶
狂
眠
鶏
背
の
関
係
に
つ
い
て
も
、

同
一
人
、
別
人
、
一
方
が
一
方
の
継
承
者
と
い
う
三
つ
の
可
能
性
が
あ
り
（
つ
ま
り
何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
）
、
後
考
を
ま
つ
し
か

な
い
。「
松
葉
文
塚
」
の
「
私
淑
之
徒
」
の
う
ち
、
柳
径
は
『
海
山
』
に
入
集
し
て
い
る
。
『
俳
諧
集
』
に
、
澄
江
・
彩
石
・
哺
々
・
菊
仙
・
燕
子
・
夜

白
・
五
嶺
の
名
は
見
出
せ
る
が
、
夜
白
・
五
嶺
は
時
代
が
古
く
、
関
係
あ
る
と
し
て
も
、
二
世
か
三
世
で
あ
ろ
う
。

江
戸
に
お
け
る
大
名
俳
諧
が
、
江
戸
座
宗
匠
と
藩
士
を
結
び
つ
け
、
そ
れ
が
大
名
の
郷
国
の
地
に
、
俳
諧
宗
匠
の
顕
彰
碑
を
建
て
る
こ
と
に
ま

で
至
る
事
例
が
、
珍
し
い
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
大
名
俳
諧
の
調
査
が
ま
だ
十
分
で
な
い
状
況
で
は
、
わ
か
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
今
後
の
大

名
俳
諧
の
調
査
に
お
い
て
は
、
こ
う
い
う
事
例
も
視
野
に
入
れ
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

の
項
に
、
「
鶏
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榔
風
社
は
、
正
風
熊
本
俳
壇
の
元
祖
に
し
て
、
江
戸
の
大
宗
匠
谷
口
鶏
口
翁
に
出
で
、
鶏
口
派
と
称
す
、
我
藩
主
霊
感
公
（
細
川
重
賢
I

注）、

斯
翁
に
師
事
せ
ら
れ
、
熊
本
に
於
る
俳
諧
団
結
の
最
初
と
す
、
公
の
甍
去
後
、
溝
口
南
渚
宗
匠
、
鶴
田
嵐
生
宗
匠
、
古
庄
水
翁
宗
匠
、
桜
井

蘇
山
宗
匠
、
園
部
楳
公
宗
匠
と
次
第
し
、
八
木
田
梅
雄
宗
匠
、
第
八
世
を
継
承
せ
り
、
之
に
継
い
で
池
田
信
止
宗
匠
、
黒
川
漱
石
宗
匠
と
な

り
、
今
日
に
及
べ
り

黒
川
漱
石
は
昭
和
三
年
ま
で
生
き
た
人
で
あ
る
。
た
だ
、
私
は
「
熊
本
榔
風
社
」
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
。
桜
井
蘇
山
、
園
部
楳
公
、

八
木
田
梅
雄
に
つ
い
て
、
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
に
記
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
句
の
い
く
つ
か
を
知
る
の
み
で
、
他
の
榔
風
社
宗
匠
た
ち
の
こ
と
は

わ
か
ら
な
い
。

鶏
口
の
木
榔
庵
に
ち
な
ん
だ
と
思
わ
れ
る
こ
の
熊
本
榔
風
社
は
、
で
は
、
南
渚
ら
の
勝
手
な
鶏
口
俳
諧
継
承
の
意
識
に
の
み
よ
っ
て
い
た
の
か

と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
鶏
口
の
名
前
を
南
渚
が
譲
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
記
す
手
紙

が
、
予
名
市
の
俳
誌
「
多
万
伊
奈
」
―
―
―
十
八
号
（
平
成
四
年
五
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
手
紙
は
、
谷
口
自
言
と
い
う
人
か
ら
溝
口
梵
斎
と
い

う
人
に
あ
て
た
も
の
で
、
お
そ
ら
く

一
八
三

0
年
前
後
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
最
初
の
あ
い
さ
つ
と
後
書
き
を
省
い
て
、
現
代
語
に
直
し
て
紹

介
し
て
み
よ
う
。

先
年
あ
な
た
が
江
戸
に
お
ら
れ
た
時
、
芝
原
如
連
と
一
緒
に
あ
な
た
に
初
め
て
お
目
に
か
か
っ
て
か
ら
、
も
う
二
昔
余
に
な
り
ま
す
。
今
は
、

ご
存
じ
の
通
り
、
存
義
は
じ
め
鶏
口
社
中
は
み
ん
な
故
人
と
な
っ
て
し
ま
い
、
鶏
口
の
連
中
は

一
人
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
存
義
が
生
き
て
い

た
頃
は
、
あ
な
た
の
お
噂
は
時
々
は
承
り
ま
し
た
が
、
今
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
な
く
な
り
、
変
わ
り
果
て
て
し
ま
い
ま
し
た
。
た
だ
、
米

一
馬
と
い
う
者
が
い
て
、
先
年
、
存
義
の
頼
み
に
よ
っ
て
楼
川
の
名
を
与
え
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
遠
州
流
の
生
花
の
師
匠
で
、
発
句
は
下
手

な
う
え
に
不
実
者
で
、
浅
草
仏
参
よ
り
不
絶
し
た
い
旨
申
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
仏
参
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
彼
の
家
へ
行
っ
て
断

り
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
、
師
峯
と
い
う
人
が
、
折
々
鶏
口
の
名
を
も
ら
え
る
よ
う
頼
ん
で
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

私
の
判
断
で
は
、
誹
道
不
熟
と
み
え
ま
し
た
の
で
放
っ
て
お
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
他
流
か
ら
も
鶏
口
の
名
前

を
ほ
し
が
り
、
頼
ん
で
く
る
人
も
お
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な
断
り
ま
し
た
。
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隙
さ
え

こ
の
た
び
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
申
し
上
げ
る
の
は
恐
れ
多
い
こ
と
で
す
が
、
存
義
が
生
き
て
い
た
頃
、
朝
夕
尋
ね
て
来
て
は
、

あ
れ
ば
、
熊
本
の
こ
と
、
あ
な
た
の
誹
道
へ
の
御
執
心
、
御
熟
達
の
御
様
子
、
又
は
鶏
口
へ
の
御
厚
志
の
こ
と
な
ど
、
よ
く
話
し
て
お
り
ま

し
た
。
本
当
に
、
熊
本
で
の
長
年
に
わ
た
る
お
世
話
、
御
取
立
て
に
よ
っ
て
、
誹
道
繁
昌
で
壮
ん
な
御
様
子
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
。
あ
れ

や
こ
れ
や
で
、
今
度
「
柳
塘
下
獅
々
眠
鶏
口
」
の
名
を
お
譲
り
い
た
し
ま
す
の
で
、
今
後
、
御
書
き
物
に
は
、
鶏
口
と
書
い
て
い
た
だ
き
た

く
存
じ
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
を
申
し
上
げ
る
の
も
恐
れ
多
い
こ
と
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
打
ち
捨
て
て
お
き
ま
し
て
は
、
鶏
口
の
名
も
埋
も
れ
、

い
つ
か
世
に
出
る
こ
と
も
お
ぽ
つ
か
な
い
こ
と
で
す
の
で
、
何
卒
、
熊
本
に
お
い
て
後
々
ま
で
も
相
続
し
て
、
取
り
立
て
て
い
た
だ
き
た
く
、

ひ
と
え
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
鶏
口
の
名
前
を
お
譲
り
す
る
し
る
し
迄
に
石
印
二
顆
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

点
式
は
焼
け
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
熊
本
の
方
で
彫
っ
て
い
た
だ
き
た
く
お
顔
い
い
た
し
ま
す
。

六

月

十

一

日

谷

口

自

言

拝

溝
口
梵
斎
様

誹
名
獅
子
眠
鶏
口
様

ほ
ぽ
以
上
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
谷
口
自
言
は
鶏
口
の
後
裔
で
あ
ろ
う
。
南
渚
の
別
号
に
梵
斎
が
あ
っ
た
ど
う
か
、
不
明
。
し
か
し
、
手
紙

の
内
容
か
ら
考
え
て
、
溝
口
南
渚
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
。

「
芝
原
如
連
」
、
未
詳
。
「
存
義
」
は
二
世
存
義
（
泰
里
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
二
世
存
義
は
文
政
二
年
(
-
八
一
九
）
に
な
く
な
っ
て
い
る
。

手
紙
は
そ
れ
以
後
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
米
一
馬
」
は
、
た
し
か
に
二
世
楼
川
で
あ
る
。
米
一
馬
が
挿
花
の
正
風
遠
州
流
の
祖
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
前
引
『
俳
諧
勁
印
譜
』
の
「
人
物
注
記
」
に
指
摘
が
あ
る
。
彼
に
対
し
て
「
不
絶
」
と
か
「
断
」
と
か
言
っ
て
い
る
の
は
、
楼
川
の

名
を
と
り
戻
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
絶
交
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
手
紙
に
は
、
窮
余
の
一
策
で
鶏
口
の
名
を
南
渚
に
与
え
て
、

鶏
口
の
名
だ
け
で
も
消
滅
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
、
と
い
う
意
識
が
み
え
る
。
「
師
峯
」
は
鶏
口
の
弟
子
獅
峯
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
鶏
口
追

善
集
『
ふ
る
う
ち
は
』
に
名
が
み
え
る
。
南
渚
も
同
席
す
る
機
会
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
獅
峯
の
没
年
、
未
詳
。
南
渚
の
鶏
口
へ
の
「
厚
志
」
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の
中
に
は
、
当
然
、
「
松
葉
文
塚
」
建
立
の
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

熊
本
榔
風
社
の
継
続
に
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
鶏
口
の
名
を
譲
り
う
け
て
い
る
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。
た
だ
、

が
南
渚
の
あ
と
ど
う
な
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

熊
本
鶏
口
派
宗
匠
の
園
部
楳
公
の
こ
と
は
、
前
述
の
よ
う
に
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
後
編
追
加
「
園
部
梅
公
」
の
項
に
詳
し
い
の
だ
が
、
そ
の
末

尾
に
南
渚
と
の
関
わ
り
を
示
す
記
事
が
あ
る
。
絹
者
宇
野
廉
の
直
接
の
取
材
に
よ
る
記
事
で
、
「
園
部
家
に
芭
蕉
翁
肖
像
一
幅
あ
り
」
と
項
目
名

を
記
し
、
杉
風
の
描
い
た
芭
蕉
肖
像
画
を
写
し
た
画
の
こ
と
（
眠
花
堂
の
落
款
、
玉
壷
堂
の
印
章
）
と
、
肖
像
の
上
に
南
渚
が
写
し
た
『
猿
蓑
』

の
其
角
序
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
南
渚
の
筆
写
に
は
、
「
文
政
己
丑
の
冬
七
十
八
歳
溝
口
南
渚
写
」
と
あ
っ
た
由
。
文
政
己
丑
は
文
政

十
二
年
(
-
八
二
九
）
で
あ
る
。
本
稿
で
南
渚
の
生
年
を
宝
暦
二
年
(
-
七
五
二
）
と
し
た
の
は
こ
こ
か
ら
の
逆
算
で
あ
る
。
宇
野
廉
は
、
さ
ら

に
、
こ
の
幅
の
裏
面
に
、
こ
の
肖
像
画
に
関
す
る
扇
布
あ
て
の
南
渚
の
手
紙
が
貼
布
さ
れ
て
い
た
と
い
い
、
そ
の
手
紙
の
全
文
を
書
き
と
め
て
い

る
。
そ
し
て
最
後
に
「
宛
名
の
扇
布
と
は
誰
な
る
か
、
今
考
ふ
る
に
よ
し
無
し
、
梅
公
の
筆
に
て
、
溝
口
孤
雲
殿
よ
り
斐
に
授
与
之
と
記
銘
あ
り
」

と
書
い
て
い
る
。
南
渚
の
扇
布
あ
て
手
紙
の
内
容
は
、
こ
の
肖
像
画
に
『
猿
蓑
』
其
角
序
を
書
き
こ
む
こ
と
の
遅
延
を
わ
び
、
漸
く
で
き
た
か
ら

返
納
す
る
、
と
い
う
も
の
。
扇
布
は
肖
像
画
の
筆
者
か
持
主
か
わ
か
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
後
者
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
肖
像
画
は
後
に
溝
口

家
の
も
の
に
な
っ
た
。
俳
諧
に
は
興
味
の
な
か
っ
た
南
渚
の
実
子
孤
雲
は
、
熊
本
鶏
口
派
を
継
い
で
い
る
園
部
梅
公
に
与
え
た
。
こ
う
い
う
こ
と

に
な
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
肖
像
画
は
現
存
し
な
い
。
ま
た
、
南
渚
は
こ
こ
で
鶏
口
を
名
乗
っ
て
い
な
い
。
名
前
を
譲
ら
れ
た
の
が
こ
の

後
な
の
か
、
南
渚
が
遠
慮
し
て
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
は
、
や
は
り
わ
か
ら
な
い
。

武
士
層
を
媒
介
に
し
て
江
戸
座
の
俳
諧
が
地
方
に
拡
散
し
て
い
く
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
当
然
の
道
筋
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
地
方
に
拡

散
し
て
い
っ
た
時
に
江
戸
座
の
俳
風
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
。
こ
れ
が
も
っ
と
も
知
り
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
熊
本
の
場

合
は
皆
目
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
る
。
た
だ
鶏
口
の
俳
風
は
地
方
で
も
受
け
入
れ
や
す
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
は
言
え
そ
う
に
思

鶏
口
の
名
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角
田
史
方
「
肥
後
鶏
口
流
俳
壇
は
昭
和
初
期
迄
継
承
さ
れ
て
い
た
」
（
「
多
万
伊
奈
」

38
号）
。
た
だ
、
角
田
氏
は
、
鶴
田
嵐
生
、
古
庄
水
翁
の

代
を
不
明
と
さ
れ
る
。
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
後
編
追
加
「
八
木
田
梅
雄
」
の
項
を
見
落
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
角
田
氏
は
、
「
何
故

か
肥
後
俳
諧
史
が
語
ら
無
い
江
戸
座
の
俳
壇
史
」
（
「
多
万
伊
奈
」

37
号
、
平
成
四
年
）
、
「
獅
子
眠
鶏
口
を
継
い
だ
二
世
は
肥
後
藩
大
目
附
役
の

溝
口
南
渚
で
あ
っ
た
」
（
「
多
万
伊
奈
」

40
号
、
平
成
四
年
）
で
、
熊
本
鶏
口
派
に
注
意
を
む
け
て
い
る
。

注
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